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Ⅴ．特記事項 

1．附属機関における臨地実習 

本学には、関連施設として、特別養護老人ホーム桜の森白子ホーム、鈴鹿医療科学大学

附属こころのクリニック、鈴鹿医療科学大学附属こころの相談センター、鈴鹿医療科学大

学附属鍼灸治療センター、鈴鹿医療科学大学附属桜の森病院がある。令和 3(2021)年度に

は、全国初となる大学附属の完全独立型緩和ケア病院である鈴鹿医療科学大学附属桜の森

病院において、緩和ケアに関わる栄養、理学療法、作業療法、福祉、鍼灸、薬学、看護、

心理などの専門家教員による最前線のチーム医療を学生が現場で学ぶ機会を設けている。

その中でも、緩和ケア教育の特色として、3 年次後期にこの附属病院で緩和ケア実習を行

うということである。大学と病院が連携することで、より質の高い緩和ケアを学ぶ環境を

整えることができる。また、緩和ケアでは多職種協働連携は欠くことのできないものであ

るが、看護師、薬剤師、理学療法士、作業療法士、管理栄養士、社会福祉士、公認心理師

などを目指す本学複数学科の学生が実習をともにすることもある。そこでは、緩和ケアに

おける多職種協働連携を模擬実践することになり、緩和ケアに対する学びは、より広がり

深めることができる。 

2.鈴鹿医療科学大学 ボランティアセンター 

ボランティアセンターは将来医療・福祉の専門家になる学生たちが利他の精神を持ち、

地域活動に積極的に参加し、社会に役立つ大人として成長するための活動を手助けする機

関である。当機関では地域から寄せられたボランティア情報を取りまとめ、発信すること

により学生たちがボランティアに関心を持ち、参加する意識を高めている。ボランティア

情報についてはボランティア委員（各学科教員）が商業目的のボランティアか否かの確認

を行った後、発信している。 

ボランティア参加希望者の集約は一年を通じておこない、令和 3(2021)年度は 1年生、2

年生を中心に 1,600名以上の学生たちが登録を行った。平時には 600名以上の学生たちが

各種ボランティア活動に参加し、学生達が自ら考え積極的に活動し、有意義な時間を過ご

した旨の報告を受けている。ボランティア活動は学生が中心であるが、時には教職員と共

に活動を行っている。令和 2(2020)年度より 2 年間は新型コロナウイルス感染症の影響に

より、残念ながら活動を縮小せざるを得ない状況であった。しかし、令和 3(2021)年度は

感染症対策を万全に行い、屋外のボランティア活動を以下のように行った。 

1.白子駅～鈴鹿医療科学大学白子キャンパス間の自転車通行車道での「自転車通行可」表

示シールを道路に設置した。 

2.「桜の森病院」におけるクリスマス会に参加し、ハンドベル演奏、患者との会話等を通

して貴重な時間を共有した。 

3.白子キャンパスにおける「イルミネーション点灯式」行事を学生ボランティアが中心に

行った。ポスター作成、当日の司会・進行、募金集め（三重県のコロナ活動基金のため

の）、当日参加される地域の方々、桜の森白子ホーム施設の方々、子供たちの誘導とお世

話をした。 

現在は令和 3年度の活動に加え、新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえ、実施でき

るボランティア活動を検討している。今後も学生を中心にして教職員と共に積極的にボラ

ンティア活動、地域貢献活動を行っていく予定である。 


